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水郡線統括センターまつり
～水郡線全線開通 90周年記念～（仮称）

常陸大子駅

近隣で開催される関連イベント

水郡線フェス
日時　11月 30日㈯、12月 1日㈰

場所　大子町文化福祉会館「まいん」ほか
内容　�飲食ブース、コンサート、90 周年

記念グッズ、駅弁食べ比べ、熱気球
搭乗体験、高校生コーナーなど

日時　12月 1日㈰

場所　常陸大子駅周辺
内容　�鉄道古物販売、ヘッドマーク展示、

子ども向けイベントなど

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
は
こ
ち
ら
◀

※蒸気機関車の運行は予定されていません。
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水郡線は、水戸駅から福島県安積永盛駅（列車は郡山駅まで直通）までと、上菅谷駅から分岐して常陸太田駅
までを結ぶ全線非電化・単線の JR東日本の路線です。市名誉市民の宮本逸三と根本正が水郡線の敷設に大き
く貢献して、明治 30年に開業、昭和 9年に全線開通し、令和 6年12月4日には 90周年を迎えます。
平成 23年には一般公募で愛称を募集し、「奥久慈清流ライン」に決定しました。
令和 4年からはサイクルトレインの本運用が開始され、全線開通以来、地域を結ぶ鉄道路線として重要な
役割を担ってきましたが、沿線人口の減少や車社会の進展、コロナ禍によるライフスタイルの変化などにより、
利用者は年々減少傾向にあります。
水郡線は、私たちの日常生活に欠かせない移動手段として、まちづくりや地域経済の基盤として重要な役割を
担ってきました。沿線のまちからまちへ、人々を運んできた水郡線を、これから先の未来へつないでいくため
に、家族や友人とみんなで一緒に水郡線に乗って出かけてみませんか。

問都市計画課都市計画Ｇ　☎029‐298‐1111
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古谷 こうさん（門部）

　今年度 100 歳を迎える後藤 男さんは、在宅でと
ても元気に生活されています。
　ご自身で毎日お米を炊いたり、洗濯ものを畳んだり
と、活発に過ごされているとのことでした。
　楽しみは、週３回通われているデイサービスで、カ
ラオケの時間は特に楽しいと笑顔でお話してください
ました。
　元気でいる秘訣をお伺いすると、卵や牛乳などを毎
日召し上がることだそうです。特にウナギが好きで、
よくご家族が買ってきてくださるとのことでした。
　100 歳になられるお気持ちをお伺いすると、「いつ
の間にかなった感じ。家族が良くやってくれている」
とお話されました。

　今年度 107 歳を迎える古谷こうさんは、市内最高
齢者のお一人で、ご家族と在宅でとても元気に生活さ
れています。
　日課をお伺いすると、足踏み 50回やストレッチな
どをすることだと教えていただきました。なるべく体
を動かすようにしているそうで、涼しい日には、お庭
の草取りをしているとのことでした。また、元気の秘
訣は毎日栄養バランスの取れた食事を残さず食べるこ
となのだそうです。サツマイモやカボチャが大好きだ
と笑顔でお話してくださいました。
　古谷さんは市内最高齢であることに、「うれしい。
感謝の気持ちを大切にしている」とお答えいただきま
した。

後藤 男さん（東木倉）

当日の様子

　市内では、今年度中に 33人のかたが 100 歳を迎えられます。
　先﨑市長が、ご自宅や施設を訪問し、内閣総理大臣・県知事からの褒状などや
市からの記念品を、お祝いの言葉とともに一人ひとりに手渡しました。

百寿
問介護長寿課高齢者支援Ｇ　☎029‐298‐1111
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新
堀	
タ
キ	

さ
ん
（
杉
）

鈴
木	
イ
子	
さ
ん
（
額
田
東
郷
）

根
本	

シ
マ	
さ
ん
（
額
田
東
郷
）

高
岡	

光
江	
さ
ん
（
額
田
北
郷
）

飯
塚	

ア
イ
コ	

さ
ん
（
菅
谷
）

池
野	

え
み	

さ
ん
（
菅
谷
）

石
田	

う
め	

さ
ん
（
菅
谷
）

勝
山	

𠀋
夫	

さ
ん
（
菅
谷
）

笹
島	

ハ
ル
ヱ	

さ
ん
（
菅
谷
）

根
本	

國
男	

さ
ん
（
菅
谷
）

寺
門	

滿
江	

さ
ん
（
福
田
）

三
田
寺	

博
子	

さ
ん
（
後
台
）

後
藤	

男	

さ
ん
（
東
木
倉
）

青
木	

キ
ミ
子	

さ
ん
（
戸
）

小
田
部	

き
み	

さ
ん
（
戸
）

檜
山	

文
子	

さ
ん
（
戸
）

正
村	

け
さ
子	

さ
ん
（
飯
田
）

大
内	

き
よ	

さ
ん
（
鴻
巣
）

飛
田	

せ
つ	

さ
ん
（
鴻
巣
）

寺
門	

い
せ	

さ
ん
（
戸
崎
）

飯
島	

峰
雄	

さ
ん
（
瓜
連
）

市
野
沢	

猛	

さ
ん
（
瓜
連
）

川
野
邊	

美
佐
子	

さ
ん
（
瓜
連
）

秋
山	

キ
ヨ	

さ
ん
（
古
徳
）

大
部	

丹	

さ
ん
（
古
徳
）

髙
野	

哲
次
郎	

さ
ん
（
平
野
）

そ
の
他　
７
人

足
立	

政
治	

さ
ん
・・（
額
田
南
郷
・
１
０
６
歳
）

古
谷	

こ
う	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
門
部
・
１
０
６
歳
）

照
沼	

う
め	

さ
ん
・・（
額
田
南
郷
・
１
０
５
歳
）

藤	

吉
子	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
中
里
・
１
０
５
歳
）

高
橋	

ひ
ろ	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
福
田
・
１
０
４
歳
）

木
内	

よ
し
子	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
飯
田
・
１
０
４
歳
）

関	

冨
致
子	

さ
ん
・・（
額
田
東
郷
・
１
０
３
歳
）

吉
田	

き
み
ゑ	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
菅
谷
・
１
０
３
歳
）

寺
門	

こ
と	

さ
ん
・・
・
・（
下
大
賀
・
１
０
３
歳
）

髙
畑	

み
子	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
鹿
島
・
１
０
３
歳
）

塚
原	

ち
よ
の	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
平
野
・
１
０
３
歳
）

大
橋	

豊	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
向
山
・
１
０
２
歳
）

大
森	

き
く	

さ
ん
・・
・
・
・
・
・
・（
杉
・
１
０
２
歳
）

川
又	

ヤ
ス	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
菅
谷
・
１
０
２
歳
）

秋
山	

と
よ	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
中
里
・
１
０
２
歳
）

関	

す
ゑ	

さ
ん
・・
・
・（
本
米
崎
・
１
０
１
歳
）

平
山	

操	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
横
堀
・
１
０
１
歳
）

田
所	

し
つ
江	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
横
堀
・
１
０
１
歳
）

黒
澤	

や
い	

さ
ん
・・
・
・
・
・
・
・（
杉
・
１
０
１
歳
）

加
藤	
チ
ヱ	

さ
ん
・・（
額
田
南
郷
・
１
０
１
歳
）

大
内	
ふ
み
江	

さ
ん
・・（
額
田
南
郷
・
１
０
１
歳
）

宮
崎	

み
ね	
さ
ん
・・（
額
田
南
郷
・
１
０
１
歳
）

髙
橋	

登
貴
子	
さ
ん
・・
・
・
・
・（
菅
谷
・
１
０
１
歳
）

深
澤	

英
子	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
菅
谷
・
１
０
１
歳
）

山
﨑	

や
ゑ	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
菅
谷
・
１
０
１
歳
）

小
笠
原	

八
代
重	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
福
田
・
１
０
１
歳
）

鈴
木	

き
よ
の	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
飯
田
・
１
０
１
歳
）

寺
門	

八
重
子	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
戸
崎
・
１
０
１
歳
）

市
毛	

章	

さ
ん
・・
・
・（
本
米
崎
・
１
０
０
歳
）

小
野
寺	

ツ
マ	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
菅
谷
・
１
０
０
歳
）

軍
司	

て
る	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
菅
谷
・
１
０
０
歳
）

萩
谷	

八
重
子	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
菅
谷
・
１
０
０
歳
）

深
谷	

清	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
菅
谷
・
１
０
０
歳
）

阿

津	

多
門	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
田
崎
・
１
０
０
歳
）

庄
司	

良
文	

さ
ん
・・
・
・
・
・（
門
部
・
１
０
０
歳
）

今
年
度
中
に
１
０
０
歳
を
迎
え
る
ご
長
寿　
33
人

１
０
０
歳
以
上
の
ご
長
寿	

35
人

※�

順
不
同
。
９
月
末
日
現
在
で
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
か
た
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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問 �市立図書館　☎ 029‐352‐1177

杉井光／著
新潮社／出版

有名なベストセラー推理作家を父に持つ主人
公の藤阪燈真。父が亡くなり、最期に書いていた
と思われる小説「世界でいちばん透きとおった
物語」の原稿を探し始めます。燈真は愛人の子ど
もで、生前の父には一度も会うことがありませ
んでした。しかし、遺稿を探す過程でさまざま
な人から話を聞くうちに、父のことをもっと知
りたいと思うようになります。そして、物語の
全容が見えてきたとき、この本の驚きの仕掛け
に気付きます。近年、電子書籍の普及が進む中、
改めて紙の本の良さを味わえる作品です。

私たちの生活に欠かせない商品パッケージ。
さまざまなものを包んだり、守ったりしている
のに、普段の生活では当たり前すぎて、なかなか
そのすごさに気付かないことが多いですよね。
それは、私たちに自然に使ってもらうための
「ひみつ」が隠されているからです。この本では、
そんなパッケージの、使いやすく、分かりやす
く、ときには逆に印象に残るようにとの創意工
夫が詳しく紹介されています。気付かなくても
いいけれど、気付くときっとおもしろい。そん
な「ひみつ」をのぞいてみてください。

世界でいちばん
透きとおった物語

パッケージデザインの
ひみつ

日本パッケージデザイン
協会／監修
グラフィック社／出版

金
澤
健
人（
税
務
課
）

鈴
木
寿
昭（
市
民
課
）

駒
﨑
翔
也（
社
会
福
祉
課
）

吉
川
奈
菜（
こ
ど
も
課
）

竹
村
崇（
介
護
長
寿
課
）

澤
畑
友
梨
恵（
介
護
長
寿
課
）

勝
山
大
輔（
保
険
課
）

横
須
賀
詩
乃（
健
康
推
進
課
）

益
子
陽
一（
農
政
課
）

齋
藤
裕
太
郎（
都
市
計
画
課
）

菅
昌
貴（
土
木
課
）

堀
江
拓
哉（
下
水
道
課
）

浅
川
将
永（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
）

問
総
務
課
職
員
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

新
規
採
用
職
員

10
月
１
日
付



お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

障
が
い
者
の
暮
ら
し
の
相
談

相
談
日
▼

◦
視
覚
障
が
い
の
あ
る
か
た　
12
月
２
日
㈪

◦
身
体
障
が
い
の
あ
る
か
た　
12
月
９
日
㈪

◦
知
的
障
が
い
の
あ
る
か
た　
12
月
16
日
㈪

時
間
▼
①
午
前
９
時
～
10
時

　
　
　
②
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
相
談
は
１
人
１
時
間
（
原
則
）

場
所
▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

対
象
者
▼
障
が
い
の
あ
る
か
た
、
ま
た
は

そ
の
家
族

相
談
内
容
▼
障
が
い
の
あ
る

か
た
な
ど
の
日
常
生
活
・
家

族
関
係
・
人
間
関
係
の
悩
み
、

生
活
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て

相
談
員
▼
身
体
障
が
い
者
相

談
員
、知
的
障
が
い
者
相
談

員
、市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

費
用
▼
無
料
　

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
期
限
▼
相
談
日
の
７
日
前

�申
問
市
社
会
福
祉
協
議
会
菅
谷
事
務
所

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
８
８
８
１

FAX
０
２
９
‐
２
９
８
‐
８
８
９
０�

11
月
は「
茨
城
県
男
女
共
同
参

画
推
進
月
間
」で
す

　
誰
も
が
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
、
性
別
や
立
場
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

く
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き

る「
男
女
共
同
参
画
社
会
」の
実
現
に
は
、

行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
私
た

ち
の
周
り
の
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、

こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
市
民
協
働
課
市
民
交
流
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

農
地
の
貸
借（
利
用

権
設
定
）受
付

　
利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
に
よ
り
、
農

地
を
貸
借
し
た
い
か
た
は
、
次
の
日
程
に

よ
り
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
は
令

和
６
年
度
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
、
令
和
７

年
度
か
ら
は
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用

し
た
も
の
に
移
行
さ
れ
ま
す
。
新
規
で
貸

借
を
検
討
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
、

農
地
中
間
管
理
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

利
用
権
設
定
日
▼
令
和
７
年
４
月
１
日
㈫

申
込
期
間
▼
12
月
２
日
㈪
～
令
和
７
年
１

月
10
日
㈮

�申
問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

「
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の
家
」の

登
録・看
板
の
取
り
替
え
に
つ
い
て

　
児
童
生
徒
が
身
の
危
険
や
不
安
を
感
じ

た
と
き
の
緊
急
避
難
場
所
「
こ
ど
も
を
守
る

１
１
０
番
の
家
」
に
登
録
し
て
い
た
だ
け
る

か
た（
家
庭
や
事
業
所
）を
募
集
し
ま
す
。ま

た
、登
録
済
の
看
板
に
つ
い
て
、
絵
や
文
字

が
見
え
に
く
く
な
っ
た
も
の
は
取
り
替
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
校
教
育
課
ま
た
は
お

住
ま
い
の
学
区
の
小
中

学
校
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
学
校
教
育
課
学
務・施
設
Ｇ（
瓜
連
支
所
）

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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相
談

く
ら
し

住
ま
い
の
相
談
会

期
日
▼
令
和
７
年
１
月
15
日
㈬

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
笠
間
市
役
所
本
所
2
階
２
‐
７
会

議
室
（
笠
間
市
中
央
３
‐
２
‐
１
）

相
談
内
容
▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
疑

問
・
質
問

相
談
員
▼
建
築
士　
費
用
▼
無
料

申
込
方
法
▼
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム（
い
ば

ら
き
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
利
用
）

申
込
期
間
▼
12
月
１
日
㈰
～
31
日
㈫

�申
問
県
住
宅
課
民
間
住
宅
・
住
宅
指
導
Ｇ

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
４
７
５
５

11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
期
間

　
暴
力
は
人
権
侵
害
で
あ
り
、い
か
な
る
理

由
で
あ
っ
て
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。「
こ
れ
は

Ｄ
Ｖ（
暴
力
）？
」「
つ
ら
い
」な
ど
と
感
じ
た

ら
、身
近
な
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
機
関
▼

⃝
�

茨
城
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　
女
性
の
悩
み
全
般
の
相
談

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
４
１
６
６

�

※
平
日 

午
前
９
時
～
午
後
９
時
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

⃝
�

茨
城
県
警
察
女
性
専
用
相
談
電
話

　

Ｄ
Ｖ・ス
ト
ー
カ
ー・リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ

な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
８
１
０
７　

※
女
性
警
察
官
が
24
時
間
対
応

⃝

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

�

※
平
日 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

⃝

Ｄ
Ｖ
相
談
＋プ
ラ
ス

　
内
閣
府
の
Ｄ
Ｖ
相
談

☎
０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
８
８
９

�

※
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
は
24
時
間
対
応
、

チ
ャ
ッ
ト
相
談
は
正
午
～
午
後
10
時

問
市
民
協
働
課
市
民
交
流
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１



要
が
あ
り
ま
す
。

◦
申
請
件
数
に
よ
っ
て
は
、
補
助
額
が

按あ
ん
ぶ
ん分

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�申
問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

農
業
用
機
械
等
の
購
入
支
援

（
２
次
募
集
）

対
象
者
▼

◦
認
定
農
業
者

◦
認
定
農
業
者
を
含
む
、
農
業
生
産
組
織

ま
た
は
農
作
業
受
託
組
織

◦
１
ha
以
上
の
農
業
を
経
営
し
、
３
年
以

内
に
経
営
規
模
を
お
お
む
ね
２
倍
に
拡
大

す
る
こ
と
を
目
指
す
か
た

◦
特
産
物
開
発
者
（
生
産
拡
大
、
開
発
な

ど
の
特
産
農
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
か
た
）

◦
ひ
た
ち
な
か
・
東
海
・
那
珂
ほ
し
い
も

協
議
会
認
定
の
三
ツ
星
生
産
者
（
那
珂
支

部
会
員
）

補
助
対
象
例
▼

◦
30​

PS
以
上
の
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー

◦
５
条
植
以
上
の
乗
用
型
田
植
機

◦
防
除
機
、
収
穫
機
（
50
ａ
以
上
の
耕
作

者
の
み
）

◦
４
条
刈
以
上
の
自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン

◦
30
石
以
上
の
乾
燥
機

◦
10
ａ
以
上
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

◦
調
査
研
究
費・機
械
な
ど
の
購
入
費（
特

産
物
開
発
者
の
み
）

必
要
書
類
▼
購
入
機
械
な
ど
の
見
積
書
、

購
入
機
械
の
確
認
が
で
き
る
カ
タ
ロ
グ
な

ど
、
市
税
等
の
完
納
証
明
書　

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付　

申
請
期
間
▼
11
月
15
日
㈮
～
12
月
６
日
㈮

そ
の
他
▼

◦
令
和
６
年
度
内
に
事
業
を
完
了
す
る
必

建
物
を
取
り
壊
さ
れ

た
か
た
へ

　
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
は
、毎
年
１
月
１
日
時
点
で
存
在
す
る

も
の
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
１
日
ま
で
に
居
宅
や
物

置
な
ど
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
と
き
は
、「
家
屋
滅
失
届
」を
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
家
屋
滅
失
届
は
、
税
務
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

�申
問
税
務
課
資
産
税
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

農
業
者
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か

　
農
業
者
年
金
は
積
立
方
式
・
確
定
拠
出

型
の
年
金
で
す
。支
給
開
始
か
ら
終
身（
生

涯
）
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
80
歳
前
に

亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
相
当
額
が
遺
族

に
死
亡
一
時
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
▼
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

◦
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
の
第

1
号
被
保
険
者（
保
険
料
免
除
者
を
除
く
）

◦
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
国
民
年
金
任
意

加
入
被
保
険
者

特
徴
▼

◦
保
険
料
は
自
分
で
選
択
で
き
、
い
つ
で

も
見
直
し
が
で
き
ま
す
。

◦
保
険
料
の
全
額
が
所
得
税
・
住
民
税
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◦
認
定
農
業
者
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す

か
た
は
保
険
料
の
国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

※
詳
細
は
、
（独）
農
業
者
年
金
基
金
（
☎
03

‐
３
５
０
２
‐
３
１
９
９
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
農
地
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

軽
自
動
車
な
ど
の
各
種
手
続
き

を
忘
れ
ず
に

　

公
道
走
行
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、軽

自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
か
た
は
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
取
得
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
時
点
で

所
有
し
て
い
る
か
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
た
場
合
や
、所

有
者
や
住
所
な
ど
の
登
録
内
容
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
15
日
以
内
に
、廃
車
や
譲
渡

し
た
場
合
は
30
日
以
内
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。手
続
き
を
し
な
い
と
翌
年
度
も

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）が
課
税
さ
れ
ま
す
。

１
２
５
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
と

小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
用
車
両
含
む
）

必
要
書
類
▼

◦
取
得　

�

販
売
証
明
書
ま
た
は
、

　
　
　
　
廃
車
証
明
書

◦
名
義
変
更　
標
識
交
付
証
明
書

◦
廃
車　
標
識
交
付
証
明
書
、

　
　
　
　
標
識（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）

※
標
識
が
な
い
場
合
は
２
０
０
円
が
必
要

で
す
。

手
続
場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）税
務
課
、

　
　
　
　
　
瓜
連
支
所

１
２
５
㏄
を
超
え
る
二
輪
車（
オ
ー
ト
バ
イ
）

　
関
東
運
輸
局
茨
城
運
輸
支
局

（
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
７
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

四
輪
の
軽
自
動
車

　
軽
自
動
車
検
査
協
会
茨
城
事
務
所

（
☎
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
３
１
０
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�申
問
税
務
課
市
民
税
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

常
磐
自
動
車
道
側
道

ク
リ
ー
ン
作
戦

　
常
磐
自
動
車
道
側
道
の
不
法
投
棄
ご
み
の

収
集
作
業
を
行
い
ま
す
。当
日
の
参
加
も
可
能

で
す
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
▼
12
月
７
日
㈯
午
前
９
時
～
11
時

（
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
）

参
加
協
力
団
体
▼
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
、
市
民
活
動
団
体
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

構
成
団
体
、
市
内
事
業
所
な
ど

協
賛
▼N

EXCO

東
日
本
水
戸
管
理
事
務
所

問
環
境
課
環
境
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

8



Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

日
時
▼
11
月
20
日
㈬
午
前
11
時

場
所
▼
市
内
全
域
（
防
災
行

政
無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

お
よ
び
各
家
庭
の
戸
別
受
信

機
か
ら
放
送
）

放
送
内
容
▼

◦
防
災
行
政
無
線
上
り
チ
ャ
イ
ム

◦「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
」
×
３
回

◦「
こ
ち
ら
は
、
防
災
な
か
で
す
」

◦
防
災
行
政
無
線
下
り
チ
ャ
イ
ム

※
自
動
的
に
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、

一
部
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も
同
様
の
内
容
が
配

信
さ
れ
ま
す
。

問
防
災
課
防
災
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋｙ
Ｆ
Ｍ
公
園・歴

史
民
俗
資
料
館
臨
時
休
園・休
館

休
園
・
休
館
日
▼

①
11
月
24
日
㈰

　
※
那
珂
市
原
子
力
防
災
訓

　
練
の
た
め

②
12
月
１
日
㈰

　
※
那
珂
市
冬
季
駅
伝
競
走
大
会
の
た
め

　

�

※
令
和
７
年
１
月
分
の
施
設
予
約
は
、

12
月
３
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
で
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

☎
０
２
９
‐
２
９
７
‐
０
０
７
７

問
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
‐
２
９
７
‐
０
０
８
０

※
月
曜
日
休
園・休
館（
祝
日
の
場
合
は
翌

平
日
）

公
道
に
相
当
す
る
私
道

を
所
有
す
る
か
た
へ

　
次
の
要
件
を
満
た
す
土
地
は
、
所
有
者

が
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、固
定
資
産
税・

都
市
計
画
税
が
非
課
税
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

非
課
税
の
対
象
と
な
る
土
地
▼

⃝

私
道　
公
道
か
ら
公
道
に
通
じ
、
利
用

上
の
制
約
を
設
け
ず
に
不
特
定
多
数
人
の

利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地

⃝

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
部
分　
公
衆
用
道
路
の

用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
（
分
筆
し
て
い

な
い
場
合
は
、
私
有
地
と
の
境
界
に
隔
た

り
が
必
要
）

提
出
書
類
▼
非
課
税
申
請
書
、
道
路
部
分

の
地
積
が
確
認
で
き
る
図
面
（
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
部
分
を
分
筆
し
て
い
な
い
場
合
）

※
申
請
書
は
、
税
務
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付

申
請
期
限
▼
12
月
27
日
㈮

※
現
地
確
認
の
結
果
、
非
課
税
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�申
問
税
務
課
資
産
税
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

建
築
物
等
の
解
体
や
改
修

時
に
は
石
綿
含
有
建
材
の

事
前
調
査
が
必
要
で
す

　
建
築
物
等
の
解
体
や
改
修
な
ど
の
工
事

を
行
う
場
合
、
石
綿
の
使
用
の
有
無
に
つ

い
て
有
資
格
者
が
事
前
調
査
を
行
い
、
そ

の
調
査
結
果
を
都
道
府
県
に
報
告
す
る
こ

と
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
解
体
や
改
修
な
ど
の
工
事
を
行
う
事
業

者
の
か
た
は
、
国
ま
た
は
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
、
事
前
調
査
お
よ
び
県

へ
の
結
果
報
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
市
環
境
課
環
境
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

問
県
環
境
対
策
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
９
６
１

那
珂
市
表
彰
式
典

　
市
で
は
毎
年
、
各
方
面
で
市
勢
の
伸
展

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
か
た
、
市
民
の
模

範
と
な
る
よ
う
な
優
れ
た
行
い
を
さ
れ
た

か
た
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
式
典
は
ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
受
賞
者
の

か
た
が
た
を
祝
福
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
▼
11
月
16
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
集
会
ホ
ー
ル

問
秘
書
広
聴
課
秘
書
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

10 月 25日号9

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
工
事

　
11
月
21
日（
予
定
）か
ら
那
珂
市
お
よ
び

周
辺
地
域
に
お
い
て
、
各
携
帯
電
話
事
業

者
が
新
し
い
電
波
を
利
用
す
る
た
め
の
工

事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
工
事
に
伴
い
、
市
内
一
部
地
区
で

テ
レ
ビ
視
聴
時
に
受
信
障
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

（一社）
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ

利
用
推
進
協
会
が
防
止
対
策
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
の
か
た
に
は
、
事
前
に
お
知
ら
せ

チ
ラ
シ
を
送
付
し
ま
す
。
作
業
員
が
訪
問

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
作
業
員
は
、
身
分
証
明
書
を
所
持
し
て

い
ま
す
。

※
工
事
費
用
の
個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

影
響
が
出
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
区
▼
静

問
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
７
０
０
‐
０
１
２

☎
０
５
０
‐
３
７
８
６
‐
０
７
０
０

※
午
前
９
時
～
午
後
10
時

催
し



木
崎
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
２
０
２
４

日
時
▼
11
月
24
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
午

後
２
時

場
所
▼
木
崎
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
、
木
崎

グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容
▼
門
部
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
保
存
会
に
よ
る
演
奏・
演

舞
、木
崎
地
区
各
自
治
会
な
ど

の
出
店
、活
動
団
体
の
Ｐ
Ｒ
、

展
示
物
な
ど

問
木
崎
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
０
７
６
７

健
歩
く
ら
ぶ

日
時
▼
11
月
22
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時
50
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や
多
目

的
室

対
象
者
▼
神
崎
・
菅
谷
地
区
在
住
の
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
か
た

内
容
▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
時
の
正
し
い
姿
勢

な
ど
を
学
ん
だ
後
、
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

※
雨
天
時
は
室
内
で
講
話
・
ス
ト
レ
ッ
チ

定
員
▼
15
人
程
度
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
費
▼
無
料

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
限
▼
11
月
15
日
㈮

�申
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
青
燈
会

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
５
２
８
８

五
台
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

日
時
▼
11
月
24
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ご
だ
い

内
容
▼
フ
ー
ド
フ
ェ
ス（
人
気
の
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
参
加
）、地
域
特
産
品
販
売
、中
学
生
模

擬
店
販
売
、協
ま
ち・カ
フ
ェ
、ご
だ
い
フ
ェ

ス（
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
）

※
一
般
車
は
会
場
内
に
駐
車
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。臨
時
駐
車
場（
五
台
小
学
校

な
ど
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
五
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
９
‐
３
５
３
‐
２
６
６
６

２
０
２
４
瓜
連
ふ
れ
あ
い
祭

～
う
り
づ
ら
を
楽
し
も
う
～

日
時
▼
11
月
17
日
㈰
午
前
9
時
45
分
～
午

後
3
時

場
所
▼
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
駐
車
場

内
容
▼
お
は
や
し
太
鼓
、
バ
ン
ド
演
奏

（FTBB

他
）、コ
ー
ラ
ス
、キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
餅
つ
き
大
会
、
お
楽
し

み
抽
選
会
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

問
瓜
連
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
９
‐
２
９
６
‐
１
１
３
４

ふ
れ
あ
い
よ
し
の
ま
つ
り

日
時
▼
11
月
17
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
し
の

内
容
▼
小
学
生
に
よ
る
芳
野
っ
子
ソ
ー
ラ
ン

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、児
童
生
徒
や
各

団
体
に
よ
る
作
品
展
示
、協
ま
ち・カ
フ
ェ
な
ど

問
芳
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
２
６
７
３

か
ん
ざ
き
ま
つ
り
・

協
ま
ち
・
カ
フ
ェ

日
時
▼
11
月
22
日
㈮
午
前
9
時
～
正
午

場
所
▼
横
堀
小
学
校
体
育
館
お
よ
び
教
室

内
容
▼
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、協
ま
ち・カ
フ
ェ

問
青
遙
学
園
横
堀
小
学
校

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
０
２
５
５

問
神
崎
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
９
‐
２
７
０
‐
８
０
０
８

世
界
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
で
遊
ぼ
う

日
時
▼
12
月
７
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
市
立
図
書
館
２
階
会
議
室

内
容
▼
世
界
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
の
展
示
お
よ
び
体
験

講
師
▼
大
森
佑
樹
氏（
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
コ
レ
ク
タ
ー
＆
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

参
加
費
▼
無
料（
入
退
場
自
由
）

問
市
立
図
書
館

☎
０
２
９
‐
３
５
２
‐
１
１
７
７

毎
月
最
終
土
曜
日
開
催

い
ぃ
那
珂
マ
ル
シ
ェ

日
時
▼
11
月
30
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

（
荒
天
中
止
）

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ー
ム
芳
野
駐
車
場

（
鴻
巣
２
０
９
０
）

内
容
▼
地
元
野
菜
な
ど
の

詰
め
合
せ
Ｂ
Ｏ
Ｘ（
予
約
制
）

や
地
元
の
農
畜
産
物
な
ど
の

産
品
の
販
売（
当
日
販
売
）

申
込
方
法
▼
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
）

申
込
期
間
▼
11
月
22
日
㈮
～
26
日
㈫

主
催
▼
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
フ
ェ
ル
ミ
エ
那
珂
」

�申
問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

那
珂
市
の
か
ぼ
ち
ゃ
で
、秋
の
魅
力
を
新
発
見

い
ぃ
那
珂

か
ぼ
ち
ゃ
フ
ェ
ア

　
こ
の
時
期
だ
け
の
那
珂
市
産
か
ぼ
ち
ゃ

の
限
定
メ
ニ
ュ
ー
や
商

品
を
お
召
し
上
が
り
く

だ
さ
い
。
後
日
ご
応
募

い
た
だ
い
た
か
た
の
中

か
ら
豪
華
賞
品
が
当
た

る
抽
選
も
あ
り
ま
す
。

期
間
▼
11
月
９
日
㈯
～
12
月
１
日
㈰

実
施
店
舗
▼
那
珂
市
お
よ
び
近
隣
市
町
村

の
約
40
店
舗

応
募
期
限
▼
令
和
７
年
１
月
６
日
㈪

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

�申
問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ 

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

10



那
珂
市
産
業
祭

日
時
▼
12
月
１
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

※
ガ
ヤ
ガ
ヤ
☆
カ
ミ
ス
ガ
と
同
時
開
催

場
所
▼
上
菅
谷
駅
前
、
宮
の
池
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド

内
容
▼
商
工
業
品
や
農
産
物
の
販
売
、
パ

ネ
ル
展
示
や
体
験
に
よ
る
仕
事
内
容
の
紹

介
、
来
場
者
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
、
野
菜
の

宝
船
・
大
抽
選
会
、
模
擬
上
棟
式（
小
学

生
以
下
対
象
）な
ど

問
那
珂
市
産
業
祭
実
行
委
員
会（
市
商
工

会
内
）

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
０
２
３
４

筋
力
ア
ッ
プ
教
室

日
時
▼
11
月
29
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や
多
目
的
室

対
象
者
▼
神
崎
・
菅
谷
地
区
在
住
の
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
か
た

内
容
▼
理
学
療
法
士
か
ら
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ・ス
ト
レ
ッ
チ
の
方
法
を
学
び
実
践
す
る

定
員
▼
20
人
程
度
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
費
▼
無
料　
申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
限
▼
11
月
15
日
㈮

�申
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
青
燈
会

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
５
２
８
８

勝
田
駐
屯
地・施
設
学
校

開
設
73
周
年
記
念
行
事

日
時
▼
11
月
16
日
㈯
午
前
８
時
30
分
～
午

後
３
時

場
所
▼
陸
上
自
衛
隊
勝
田
駐
屯
地
（
ひ
た

ち
な
か
市
勝
倉
３
４
３
３
）

内
容
▼
観
閲
式
、
訓
練
展
示
、
装
飾
品
展

示
、
体
験
試
乗
な
ど

費
用
▼
無
料

問
陸
上
自
衛
隊
施
設
学
校
広
報
班

☎
０
２
９
‐
２
７
４
‐
３
２
１
１

第
１
１
７
回
笠
間
の
菊
ま
つ
り

　

笠
間
稲
荷
神

社
を
メ
イ
ン
会

場
に
、
色
鮮
や

か
な
菊
が
市
内

を
彩
り
ま
す
。

会
期
中
に
は
、

「
神
事 

流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
」

や
大
菊
花
展
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
も
開
催
予

定
で
す
。

期
間
▼
10
月
26
日
㈯
～
11
月
24
日
㈰

問
笠
間
の
菊
ま
つ
り
連
絡
協
議
会

☎
０
２
９
６
‐
77
‐
１
１
０
１

忍
た
ま
乱
太
郎 

常
陸

国
で
大
冒
険
！
の
段

　

忍
た
ま
乱
太
郎
の
乱
太
郎
・
き
り
丸
、

し
ん
べ
ヱ
と
修
学
旅
行
実
行
委
員
会
の
み

ん
な
が
常
陸
国
に
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の

秋
、
忍
た
ま
た
ち
と
一
緒
に
県
北
の
里
山

を
冒
険
し
ま
せ
ん
か
。

期
間
▼
11
月
20
日
㈬
ま
で

場
所
▼
県
北
地
域
山
間
部（
常
陸
太
田
市
、

常
陸
大
宮
市
、
大
子
町
）

内
容
▼
Ａ
Ｒ
ボ
イ
ス
ラ
リ
ー
、キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、コ
ラ
ボ
フ
ー
ド
な
ど

費
用
▼
無
料
（
コ
ラ
ボ
フ
ー
ド
は
除
く
）

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
県
北
振
興
局

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
７
２
７

元
気
い
ば
ら
き
就
職

面
接
会
（
日
立
会
場
）

日
時
▼
11
月
15
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
（
受
付
開
始　
午
後
１
時
）

場
所
▼
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
マ
ー
ブ

ル
ホ
ー
ル
（
日
立
市
幸
町
１
‐
18
‐
１
）

内
容
▼
中
途
採
用
者
向
け
就
職
面
接
会

※
新
卒
者
向
け
の
求
人
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参
加
費
▼
無
料

※
参
加
企
業
な
ど
の
詳
細

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
日
立
地
区
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
４
‐
27
‐
７
１
７
２

10 月 25日号11

　
四季のうた

江　
幡

澄　
夫

十
月
や
南
海
に
散
り
し
兄
想
う

椎　
名

美
佐
子

風
吹
け
ば
毬
か
ら
ひ
と
つ
落
つ
る
栗

小　
西

澄　
子

年
老
い
て
集
う
や
す
ら
ぎ
麦
湯
の
む

丹　
能

永　
子

梅
雨
の
入
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
目
を
通
す

中　
村

良　
子

西
日
差
す
電
車
の
中
の
座
席
ま
で

清　
水

慶　
子

た
じ
ろ
が
ず
蛇
と
対
峙
の
小
犬
か
な

中　
村

耕　
勇

五
辯
咲
き
可
憐
儚
い
夏
椿

小　
瀬

幸　
子

担
ぎ
手
に
異
人
も
居
た
り
神
輿
渡
御

友　
子

さ
く
井
の
錆
び
し
滑
車
や
大
旱

小　
森

藁
細
工
技
術
の
粋
の
案
山
子
展

植　
田

文　
弥

夕
暮
れ
の
丘
で
見
つ
け
し
遠
花
火

内　
田

克
比
古

　
思いのまま俳句会 矢須　恵由　選

梅
雨
空
の
お
日
様
恋
し
主
婦
心

川
野
辺

喜
美
子

七
夕
や
平
和
の
願
い
書
き
証
す

人　
見

章
太
郎

風
鈴
や
湖
畔
の
宿
の
部
屋
ご
と
に

矢　
須

恵　
由



戸
多
地
区
歴
史
保
存
会
歴
史
講
演
会

那
珂
市
と
横
手
市
を
結
ん
だ
戸
村
氏
の
軌
跡

日
時
▼
11
月
24
日
㈰
午
後
２
時

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や

講
師
▼
冨
山
章
一
氏（
常
陸
佐
竹
研
究
会
会

長
、雪
村
顕
彰
会
会
長
、県
郷
土
文
化
研
究
会
）

定
員
▼
１
３
０
人（
申
し
込
み
不
要
、
当

日
先
着
順
）

参
加
費
▼
無
料

後
援
▼
市
教
育
委
員
会

問
戸
多
地
区
歴
史
保
存
会

小
貫
☎
０
８
０
‐
３
５
５
４
‐
３
６
４
０

絵
本
の
勉
強
会
in
瓜
連

え
ほ
ん
の
せ
か
い 

こ
ど
も
の
せ
か
い

日
時
▼
12
月
10
日
㈫
午
前
９
時
15
分
～
正
午

（
開
場　
午
前
９
時
）

場
所
▼
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
視
聴
覚
室

対
象
者
▼

⃝

幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
中
学
校
で
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
か
た

⃝

絵
本
の
選
書
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い

か
た

⃝

初
心
に
帰
っ
て
子
ど
も
た
ち
と
絵
本
を

楽
し
み
た
い
か
た

⃝

こ
れ
か
ら
読
み
聞
か
せ
を
始
め
よ
う
と

思
う
か
た
、
絵
本
の
好
き
な
か
た

講
師
▼
原
口
な
お
み
氏
（
茨
城
キ
リ
ス
ト

教
大
学
文
学
部
児
童
教
育
学
科
教
授
）

定
員
▼
50
人（
先
着
順
）　
参
加
費
▼
無
料

※「
え
ほ
ん
の
せ
か
い 

こ
ど
も
の
せ
か
い

（
文
春
文
庫
）」を
お
持
ち
の
か
た
は
、
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
E
メ
ー
ル

申
込
期
間
▼
11
月
15
日
㈮
～
30
日
㈯

�申
問
瓜
連
お
は
な
し
の
会
ル
ピ
ナ
ス

☎
・
FAX
０
２
９
‐
２
９
６
‐
１
８
８
８

t12038025@
docom

o.ne.jp

わ
く
わ
く
親
子
料
理
教
室

大
人
も
驚
き
キ
ッ
ズ
と
ク
リ
ス
マ
ス

日
時
▼
12
月
８
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
調
理
室

対
象
▼
５
歳
～
小
学
生
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
親
（
祖
父
母
を
含
む
）

内
容
▼
ふ
し
ぎ
な
ア
イ
ス
、サ
ブ
マ
リ
ン
、

コ
ロ
コ
ロ
ホ
ッ
ト
パ
イ
ス
ー
プ

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対

策
の
た
め
、
お
持
ち
帰
り
と
し
ま
す
。

講
師
▼
海
野
寿
江
氏
（
料
理
研
究
家
）　

定
員
▼
40
人
程
度（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）　
参
加
費
▼
１
家
族
５
０
０
円

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、ス
リ
ッ
パ

※
マ
ス
ク
着
用

申
込
方
法
▼
電
話

※
参
加
者
全
員
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
お
子
さ
ん
の
年
齢
を
明
示

申
込
期
間
▼
10
月
25
日
㈮
～
11
月
20
日
㈬

�申
問
那
珂
市
更
生
保
護
女
性
会

海
野
☎
０
９
０
‐
２
３
１
０
‐
５
０
７
１

ハ
ー
プ
ス
タ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
４

大
正
琴
・
ピ
ア
ノ
・
文
化
箏
の
調
べ

日
時
▼
11
月
24
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時

（
開
場　
午
後
１
時
）

場
所
▼
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
多
目
的

ホ
ー
ル

内
容
▼
故
郷
、ア
イ
ノ
カ
タ
チ
、サ
ラ
イ
、

い
い
日
旅
立
ち
、美
女
と
野
獣
、雪
椿
、女

ひ
と
り
、昴
、他
全
17
曲
を
演
奏

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
市
文
化
協
会
器
楽
部
会

問
器
楽
部
会
ハ
ー
プ
ス
タ
ー
ズ

中
川
☎
０
９
０
‐
１
８
８
６
‐
８
２
１
８

問
器
楽
部
会
文
化
箏
と
ピ
ア
ノ
と
二
胡
の
会

鯉
渕
☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
０
１
３
０

水
戸・歴
史
に
学
ぶ
会
講
演
会

旅
し
て
学
ぶ
下
田・八
丈
島・福
井
敦
賀

日
時
▼
12
月
８
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ご
だ
い

講
師
▼
谷
口
邦
彦
氏

定
員
▼
１
０
０
人（
申
し
込
み
不
要
、
当

日
先
着
順
）

参
加
費
▼
３
０
０
円
（
資
料
代
な
ど
）

問
水
戸
・
歴
史
に
学
ぶ
会
事
務
局

☎
０
９
０
‐
８
０
３
８
‐
２
０
８
７

水
戸
友
の
会

家
事
家
計
講
習
会

期
日
▼
11
月
17
日
㈰
、
18
日
㈪　

時
間
▼
午
前
10
時
～
正
午

場
所
▼
水
戸
友
の
家

（
東
海
村
船
場
６
４
８
‐
２
）

内
容
▼
元
気
で
暮
ら
す　
年
金
生
活

◦
お
金
を
か
け
る
こ
と　
か
け
な
い
こ
と

◦
食
べ
て
い
る
も
の　
や
っ
て
い
る
こ
と

※
お
で
か
け
防
災
ポ
ー
チ
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。

費
用
▼
４
０
０
円
（
資
料
代
）

申
込
方
法
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
水
戸
友
の
会

秋
本
☎
０
８
０
‐
５
３
８
６
‐
３
０
７
２

問
　
　

�申 那
珂
の
歴
史
を
考
え
る
会
連
続
講
座

那
珂・江
戸
氏
と
額
田
小
野
崎
氏
の

歴
史
を
探
る
①

日
時
▼
11
月
16
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や

内
容
▼
藤
原
系
那
珂
氏
は
ど
こ
か
ら
来
て

ど
う
成
立
し
た
の
か

講
師
▼
高
橋
裕
文
氏（
歴
史
学
博
士
）

定
員
▼
60
人（
当
日
先
着
順
）

参
加
費
▼
３
０
０
円（
資
料
代
）

問
那
珂
の
歴
史
を
考
え
る
会

石
崎
☎
０
８
０
‐
６
６
７
８
‐
４
２
０
０
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ウ
ェ
ン
ズ
デ
イ
英
会
話
教
室

受
講
生
募
集

　

日
本
語
に
な
い
社
交
的
マ
ナ
ー
な
ど
の

状
況
に
応
じ
た
話
し
方
を
、
ア
メ
リ
カ
人

講
師
と
直
接
話
し
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

日
時
▼
第
２
～
４
水
曜
日

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場
所
▼
市
中
央
公
民
館

会
費
▼
月
３
５
０
０
円

申
込
方
法
▼
電
話

※
受
講
体
験
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

�申
問
ウ
ェ
ン
ズ
デ
イ
英
会
話
教
室

本
田
☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
７
０
１
６

令
和
７
年
度
県
立
日
立
産

業
技
術
専
門
学
院
生
募
集

募
集
訓
練
科
▼
金
属
ク
ラ
フ
ト
科
、
Ｐ
Ｃ・

Ｃ
Ａ
Ｄ
科（
と
も
に
令
和
７
年
４
月
新
設
）

訓
練
期
間
▼
１
年
間　
試
験
日
▼
12
月
４

日
㈬　
試
験
内
容
▼
適
性
検
査
、面
接
選
考

受
付
期
間
▼

◦
Ｂ
日
程　
11
月
７
日
㈭
～
27
日
㈬

※
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
毎
月

実
施
し
て
い
ま
す
。

問
県
立
日
立
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
０
２
９
４
‐
35
‐
６
４
４
９

日
立
市
西
成
沢
町
３
‐
９
‐
１

大
宮
地
方
環
境
整
備
組
合

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

可
燃
ご
み
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
作
業

勤
務
内
容
▼
車
両
誘
導
、
搬
入
物
の
内
容

確
認
、
荷
下
ろ
し
の
手
伝
い
な
ど

勤
務
地
▼
大
宮
地
方
環
境
整
備
組
合
環
境

セ
ン
タ
ー
（
静
１
８
９
４
）

勤
務
形
態
▼
週
３
～
４
日（
応
相
談
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分（
休
憩

１
時
間
）

休
日
▼
土
・
日
曜
日
、祝
日
、12
月
30
日
～

１
月
４
日

給
料
▼
時
給
１
０
０
５
円
以
上（
交
通
費
、

期
末
手
当
、社
会
保
険
、雇
用
保
険
あ
り
）

任
期
▼
任
用
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日

選
考
方
法
▼
書
類
審
査
、
面
接

募
集
人
数
▼
若
干
名

提
出
書
類
▼
履
歴
書（
市
販
の
も
の
で
可
。

３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
付
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
（
郵
送
不
可
）

申
込
期
限
▼
11
月
29
日
㈮

�申
問
大
宮
地
方
環
境
整
備
組
合
環
境
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
９
６
‐
１
７
４
４
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Ｇ…グループ 　
問…問い合わせ　
　…申し込み・申請・応募・届出
…メール

市ホームページでは、行政・
災害などのさまざまな情報を
お届けしています。

�申

募
集

　

四季のうた

那珂短歌会 片岡　明　選

今
は
も
う
必
要
の
な
い
灰
皿
を
花
器
の
替
わ
り
に
草
花
活
け
る

大　
森

勝　
代

二
十
日
か
け
節た
か
しの

「
土
」
を
読
み
終
え
て
静
か
に
残
る
感
動
の
あ
り

小
野
瀬

壽

祭
壇
の
榊
の
枝
に
三
枚
の
若
葉
出
で
た
り
二
ケ
月
過
ぎ
て

り　
え

兼　
子

子
規
よ
り
も
三
十
二
年
長
く
生
き
彼
岸
の
入
り
に
糸
瓜
忌
知
り
ぬ

　
　
系

大　
内

汗
か
き
て
草
引
く
我
に
青
時
雨
両
手
広
げ
て
雨
を
浴
び
た
し

石　
川

富　
子

宏　
幸

海　
野

大
の
里
の
快
進
撃
に
綱
を
張
る
姿
を
間
近
で
見
る
日
を
待
て
り

年
老
い
し
母
が
ぽ
つ
り
と
洩
ら
し
た
る
ハ
ワ
イ
旅
行
を
叶
え
て
や
り
た
い

佐
久
間

秀　
帆

秋
彼
岸
近
づ
き
く
る
に
暑
の
去
ら
ず
雨
の
少
な
く
ド
ク
ダ
ミ
し
ぼ
む

片　
岡

明



14

日
欧
の
学
生
に
よ
る
書
道
体
験

まち那珂トピックス

第
75
回
消
防
ポ
ン
プ
操
法
県
北
地
区
大
会

 

９
月
29
日
、県
立
消
防
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
か
ら

は
第
７
分
団
（
戸
多
地
区
）

が
出
場
し
、
ポ
ン
プ
車
お
よ

び
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で

敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
選
手
は
、
仕
事
を
終
え
て

か
ら
２
か
月
以
上
訓
練
に
励

み
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
で
消

火
活
動
の
向
上
と
団
結
力
が

強
化
さ
れ
、
市
民
の
生
命
と

身
体
、
財
産
を
守
る
た
め
の

活
動
に
い
か
さ
れ
ま
す
。

　
８
月
26
日
、
量
研
機
構
那

珂
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
科
学
技
術

研
究
所
に
よ
る
第
２
回
目
の

「
Ｊ
Ｔ
‐
60
Ｓ
Ａ
国
際
核
融

合
ス
ク
ー
ル
」
の
開
校
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ク
ー
ル
に
は
日
本
と
欧

州
の
学
生
20
人
が
参
加
し
、

日
本
文
化
に
触
れ
る
機
会
と

し
て
、
９
月
７
日
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
す
が
や
で
書
道

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
書
道
体
験
は
、
書
道
家
の

吉
澤
石
琥
先
生
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
筆
を
持
つ
の
も

初
め
て
の
学
生
は
、
一
文
字

を
書
く
の
に
も
苦
戦
し
て
い

ま
し
た
が
、
色
紙
や
扇
子
に

好
き
な
文
字
を
書
き
、
記
念

に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

茨
城
大
学
授
業「
地
域
協
創
Ｐ
Ｂ
Ｌ
」

　

８
月
23
日
・
26
日
・
27
日
、

那
珂
市
に
大
学
生
が
訪
れ
、
地

域
で
活
躍
す
る
か
た
の
講
話
や

市
内
視
察
、
地
域
振
興
プ
ラ
ン

の
発
表
、
市
長
と
の
懇
談
会
な

ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
表
会
で
は
、
新
た
な
交
通

手
段
の
導
入
や
大
学
生
と
の
連

携
、
地
域
資
源
の
活
用
に
着
目

し
た
学
生
ら
し
い
斬
新
な
ア
イ

デ
ア
の
光
る
プ
ラ
ン
の
提
案

に
、
市
長
も
驚
き
と
感
謝
の
意

を
述
べ
ま
し
た
。

お
月
見Anything m

arche

　
９
月
14
日
、「
第
15
回
ぬ

か
ん
ざ
き
ま
つ
り
」が
、額

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
太
田
西
山
高
校
の
そ
ば

打
ち
実
演
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
企
画
の
ほ
か
、
夜
に

は
キ
ャ
ン
ド
ル
を
使
っ
た

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ

れ
、
大
勢
の
人
が
に
ぎ
わ

う
、
地
域
の「
和
」が
一
体

と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
な

り
ま
し
た
。



広告掲載のお申し込みは、行財政改革推進室まで。　※広告の内容は、市が保証や推奨をするものではありません。

今号の表紙

　全線開通 90周年を迎える水郡
線の写真です。未来へつないでい
くため、みんなで一緒に水郡線に
乗って出かけてみませんか。

市内施設での測定値は、
すべて基準値以下でした。

放射線量（10月分）

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

環境に配慮した
植物油インキを
使用しています。

納期限▶12月２日

問収納課収納G　☎ 029‐298‐1111

※�市税の納付には、便利で確実な口座振替
をご利用ください。

◦国民健康保険税（普通徴収）・・・・５期
◦後期高齢者医療保険料（普通徴収）
　・・・・・・・・・・・・・・・５期

11 月の納税

問市社会福祉協議会　☎ 029‐229‐0309

８月15日～９月14日（敬称略）

切手テレカボランティア ポピー
	 20,000 円
匿名	 2,000 円
匿名	 6,800 円

善意銀行
ご協力ありがとうございました

情報掲示板 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

明治安田生命保険相互会社から寄付

　９月25日、「包括連携協力に関
する協定」を結ぶ明治安田生命
保険相互会社から、女性の健康
増進に役立ててほしいと76万
8,300円の寄付を頂きました。
　市では、この寄付金を、女性が
ん検診の受診奨励に関する事業
のために活用します。

問 �市消費生活センター　☎ 029‐298‐1111

　「不用品を買い取るので家にいきたい」と
いう電話を何度もかけてきて訪問の約束を
取り付け、訪問時に貴金属・腕時計・宝石な
どの売却を強引に迫る「貴金属の訪問購入ト
ラブル」の事案が、ここ数年増えています。

不用品の買取り電話にご注意ください

にご相談ください。☎１８８局番なしの消費者ホットライン

訪問の場合
⃝�突然の訪問は禁止されています。業者が突然訪問してきても、家に入
れないようにしましょう。
⃝�貴金属を安易に見せないようにし、売却を迫られたら、きっぱり断り
ましょう。
⃝�承諾した物品を売却した際には、物品の種類や特徴、購入価格、クー
リングオフなどについて記載された書面の交付を求めてください。
⃝�売却後も消費者は、クーリングオフ期間中（法律で定められた書面交
付から８日間以内）物品の引き渡しを拒むことができます。
⃝�しつこく居座ったり、乱暴な口調で迫られて身の危険や恐怖を感じた
ときには、周囲の人や警察に電話をして助けを求めましょう。

アドバイス

不安に思ったとき、困ったときは

電話の場合
⃝�業者から電話が掛かってきても、安易
に承諾しないようにしましょう。
⃝�必要がない場合には、毅

き
然
ぜん
とした態度

できっぱりと断りましょう。

第３回那珂市議会定例会

　９月２日から20日までの19日間の会期で行われた令和
６年第３回定例会については、10月18日発行の「議会だ
より」をご覧ください。那珂市議会ホームページでもご覧
になれます。 問市議会事務局　☎029‐298‐1111

10 月 25日号15



　

発
行
　
那
珂
市
　
〒
31
1‐
01
92
　　

那
珂
市
福
田
18
19
‐5
　
☎
02
9‐
29
8‐
11
11

那珂警察署からのお知らせ
水戸農業高校､ 五台小学校周辺道路の

　９月から、①～③の区間の車が通行できない時間帯が変更
されています。通行禁止の時間は次のとおりです。

①台溜池～水戸農業高校脇信号交差点
　午前７時10分～８時10分
②茨城女子短期大学～日乃本米菓製造先丁字路交差点
　午前７時10分～８時10分
③大成学園幼稚園先～県道那珂湊那珂線
　午前７時30分～８時10分

問那珂警察署　☎ 029‐352‐0110

那珂市が誕生してから20年間に起きた出来事を振り返ります

市制20周年を振り返る

茨城ロボッツとマザータウン
協定を締結

那珂市総合防災訓練

▲平成29年８月19日

【平成29年９月号掲載】 【平成30年１月号掲載】

茨城ロボッツのマザータウンとなる協定を
結び、まちづくりや子どもたちの健全育成
への取り組みなどを共に進めています。

▲平成29年11月19日

市で初めて、市内全域を対象とした大規模
な総合防災訓練を実施し、総合公園では自
衛隊による炊き出しなども行われました。

市制20周年を振り返る 1414141414

「歩行者用道路」規制について
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